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⾼等教育推進機構 オープンエデュケーションセンター

• 2014年度に設置
• 全学的なオープン教材（OER︓Open Educational Resources）を活⽤

した教育・学習⽀援を実施（eラーニング部⾨）
• OERに関する研究開発を推進（eラーニング部⾨）
• 科学技術コミュニケーション教育研究の実施（CoSTEP部⾨）
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オープンエデュケーションセンター eラーニング部⾨の取組

•「教育改善」のためのICT活⽤教育の導⼊とオープン化
• 学内教育改善のためのOER開発、授業⽀援
• プラットフォーム構築、LAツール開発
• 国際化と広報のためのMOOCとOCW
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北海道⼤学におけるオンライン授業ガイド

https://sites.google.com/huoec.jp/onlinelecture

ELMS

• オンライン授業とは︖
• 教員向け
• 講習会
• 学⽣向け
• ELMSについて
• FAQ
• リソース集
• English

FAQをリニューアルしました

https://sites.google.com/huoec.jp/onlinelecture


ELMS（北海道⼤学LMS）

•北海道⼤学における
全学的な教育・学習⽀援の
共通基盤

• 2020年3⽉に更新
• 機能の⾼度化・安定化
• セキュリティレベルの向上
• 学習分析機能の充実
• 他システムとの認証連携強化
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ELMS（北海道⼤学LMS）の構成
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全学SSO
ELMSポータル
・ユーザ管理
・グループ管理
・お知らせ配信

Google 
Workspace

・メール
・カレンダー
・共有ドライブ

Moodle

・学習⽀援

Mediasite

・ストリーミングサーバ

学内
他システム

端末室予約
ファイル共有（Proself）
図書館サービス 等

すべてのサービスを同⼀IDで利⽤可
機能を分散した疎結合構成（NGDLEの考え⽅）



Google Workspaceの活⽤
• 2015年にGoogle Workspaceを導⼊（当時はGoogle 

Apps）

• メール（Gmail）
• カレンダー
• ドライブ
• グループ（メーリングリスト） 等

• エイリアスを⽤いた電⼦メールアドレスの付け替え機能（譲
渡・受取）を⽤意
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https://edu.google.com/intl/ja/products/gsuite-for-education



北海道⼤学におけるオンライン教育

•令和3年度は対⾯授業とオンライン授業の両⽴を⽬指す⽅針
• 対⾯授業における感染防⽌対策

•ハイブリッド型教育の教育技術の確⽴
• 全学的な教育レベルの底上げが急務

•社会全体におけるオンライン教育の意義ある普及
• 教育DX実現に向けた枠組み提案が不可⽋



オンライン教育普及における課題
•ハイブリッド型教育のための教室・情報環境のキャパシティ
• 教室内ネットワーク、LMSストレージ 等

•教育関連データの活⽤とオンライン教育技術の確⽴
• ハイブリッド型教育の実施・評価の効果的かつ標準的な⼿法が未確⽴
• 学術研究に基づいたハイブリッド型教育の効果的な⼿法の全学的普及

•地域における多様なステークホルダーに貢献する学習環境
• ⼤学院教育や履修証明プログラムの拡充
• 企業・⾃治体等に貢献するエンゲージメント経営に寄与する

リカレント教育の拡充



DX推進計画

「デジタル・
シームレス学
習」環境整備

オープンな
学習プラッ
トフォーム
の構築

ハイブリッ
ド型教育の
手法確立



デジタル・シームレス学習とは

大学キャンパス
（フィジカル空間）

自宅・自習スペース
（サイバー空間）

感染防止対策を
徹底した教室空間

アクティブラーニング
VR/ARによる学習

個別最適化した
主体的・自律的学習

サイバー・フィジカル空間の境目を感じさせないトータルな学習環境



具体的な取組内容①
•デジタル・シームレス学習を簡易的かつ
効果的に実施できる教室を整備

• LMSと無線LANネットワークの増強

「デジタル・
シームレス学
習」環境整備

感染防止対策を
徹底した教室空間

教室・什器の抗菌加工

個別最適化した
主体的・自律的学習

キャンパス
無線LAN増強LMSの

能力向上

LMSと無線LANネットワー
クの拡充を進⾏中



具体的な取組内容②
•学術的知見・蓄積から教育手法を体系化
•標準的・段階的導入モデル
•継続的な評価・改善手法の提案
•実習や手技教育へのVR導入

ハイブリッド
型教育の手法

確立

アクティブラーニング
VR/ARによる学習

学習分析
VR教材開発

令和3年度前期に
モデル授業を実施中



具体的な取組内容③
•道内の大学や学校、地域の企業・自治体へ
デジタル・シームレス学習を普及

•デジタルバッジを付与するオンライン学習
プラットフォームを地域に提供

•利用料設定による取組継続
オープンな教
育プラット
フォーム構築

OERリポジトリ
教育プラットフォーム構築

北海道
⼤学
LMS

学外⽤
LMS

地域の利⽤⾒込み団体との
調整を実施中


